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論文審査の要旨 

 

尺側手関節痛をきたす疾患である一次性尺側変形性手関節症の病因は、未だ

解明されていない。また、関節症の頻度や、手根骨配列が発症に及ぼす影響に

ついても不明である。本論文では、一次性尺側変形性手関節症の頻度を調査し、

関節症の発現に影響する要因について、ロジスティック回帰分析を用いた多変

量解析を行った。 

本研究は、2008 年から 2010 年に整形外科外来を受診し、選択基準に該当す

る 1128例を対象とした後ろ向き横断研究である。手関節 2方向X線撮影を行い、

145例(12.8%)で尺側手関節に一次性変形性関節症を認めた。これらのうち、139

例(12%)は遠位橈尺関節に、91例(8%)は尺骨月状骨関節に関節症性変化を認めた。

尺側手関節の変形性関節症の発現に有意に影響するレントゲンパラメーターは、

橈骨傾斜角(odds比 0.86)、尺骨長変異(odds比 1.6)、手根中手長比(odds比 0.86)

であった。尺骨長が 1mm 増加すると変形性関節症の発現する危険度は 1.6 倍に

なることが判明した。 

本研究は、尺側変形性手関節症の頻度とレントゲン学的危険因子を明らかに

しており、大変有意義で医学の学位に値すると評価できる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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